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 ⑴ 大学の教育研究等の質の向上に関する取組 

  ア 教育 

○ AI やデータサイエンス人材の育成に向けたカリキュラムの実施 

・令和６年度から全学共通科目「数理・データサイエンス・AI 入門」を開講し、初年度

である今年度はは新入生全員（671 人）が受講した。 

・食品栄養科学部では、昨年度から開始していた、数理・データサイエンス・AI を活用

して専門分野の課題を解決するための実践的な能力を育成することを目的とした「食

品栄養科学部 データサイエンス・AI 教育プログラム」について、文部科学省の「数

理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム」（応用基礎レベル）の認可を受けた。公

立大学の類似分野の学部（農学系・医学系）の中では、全国３番目に認定されており、

他大学より先行して応用基礎力を習得する体制を確立した。 

 

○ 高度な専門教育の実践 

・薬学部では、学生の視野を広げるための早期体験学習（企業・病院・薬局訪問等）や

薬学講座を対面により実施した。企業訪問は、静岡県内の製薬企業 5 社を訪問先とし

て実施し、幅広い視野から学ぶ機会を提供した。また、文部科学省の補助事業「ウィ

ズコロナ時代の新たな医療に対応できる医療人材養成事業」において、VR コンテンツ

を活用した教育を継続的に実施した。さらに、令和５年度に新たに採択された「地域

の医療ニーズに対応した先進的な薬学教育に関わる取組支援事業」において、「地域医

療アドバンスト実習」を開始し、薬剤師偏在の課題を理解し、へき地医療における解

決策を見出すための独自の教育を実践した。また、「臨床における実務実習に関するガ

イドライン」に対応するため、令和６年度からアドバンスト実務実習関連の３科目を

開講した。 

※地域医療アドバンスト実習 

賀茂地区（9/2～9/6、本学学生 7 名、他大学生 3 名 教員 5 名） 

川根本町地区（9/2～9/6、本学学生 2名、他大学生 3 名 教員 3名） 

・食品栄養科学部では、JABEE プログラムに基づく食品技術者を育成するために専門性

の高い教育を実践し、学習教育到達目標及び基準能力と各科目・実験との関連を明確

化し、単位取得に伴う学習教育到達目標の達成率と基準能力修得率を学生に自己点検

させ、プログラム修了の判定を行った。さらに、マーケティングや情報科学等の企業

に必要な知識を検証し、カリキュラムの改善等に努めた。 

 

○ 各種国家試験への対応 

・各学部等において、個々の学生に応じたきめ細かな国家資格試験対策の充実・強化を

行い、今年度は全国家試験で数値目標を達成した。特に、歯科衛生学科における歯科

衛生士国家試験で９年連続、社会福祉学科介護福祉専攻において介護福祉士国家試験

で６年連続合格率 100％を達成した。 

 

   令和７年３月卒業者の国家資格試験合格率 

区分 薬剤師 
管理 

栄養士 
看護師 保健師 

助 産 師
（大学院） 

歯科衛生士

(短大部) 

介護福祉士

(短大部) 

数値目標 90% 100％ 100％ 
全国平均

以上 
100％ 100％ 

全国平均

以上 

６ 
本 学 90.5％ 100.0％ 100.0％ 98.0％ 100.0％ 100.0％ 100.0％ 

全国平均 85.0％ 80.1％ 95.9％ 96.4％ 99.3％ 91.0％ 66.7％ 

５ 
本 学 89.5％ 96.4％ 99.0％ 100.0％ 100.0％ 100.0％ 100.0％ 

全国平均 84.4％ 80.4％ 93.2％ 97.7％ 99.3％ 92.4％ 71.5％ 

 

 

○ 全学共通科目「しずおか学」の継続的な見直し、改善 

・しずおか学について、科目の新設や時間割の見直しを行い、32 科目（51 単位）を開講

した。新規科目として「世界からしずおかを見る しずおかから世界へ」「ふじのくに
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○ 留学生支援の充実 

・留学生ガイダンス、留学生交流会、キャンパスツアー等を実施し、留学生の学生生活

を支援した。カンバセーションパートナーは 25 組 55 名をマッチングした。また学生

クラブ IFC（国際交友会）と大学事務局が合同で国際交流バスツアーを開催し伊豆へそ

ば打ち体験旅行を行った（参加者約 30 名）。 

 

○ 多様な学生のニーズに合わせたキャリア支援 

・低学年からのキャリア教育を推進するため、全学共通科目で講義を開講するとともに、

就職に関わる講演会、シンポジウム、セミナーの開催や個別相談など、多様な学生の

ニーズに合わせたキャリア支援を行い、就職希望者の就職率は学部・大学院は 99.0％、

短期大学部 100％と、引き続き高い水準を維持することができた。 

※全学共通科目「キャリア形成概論 I・II」 履修者：98 名 

※キャリアアドバイザー等による個別相談件数(大学、大学院）1,692 件 

※外部相談機関職員による個別相談(短期大学部）262 件 

 

  イ 研究 

○ 研究の方向性 

・薬学部及び薬学研究院では、生活習慣病・がん・感染症など重要性の高い疾病の病因・

治療・予防に関する研究及び創薬・育薬関連研究を推進し、その研究成果を国内外に

発信した。研究成果が権威ある国際的な学術誌に掲載された（インパクトファクター

10 以上の国際学術誌掲載件数：21 件）。 

・短期大学部こども学科では、昨年度に創設した研究組織「静岡こども学研究所」にて、

引き続き幼児教育及び子育て支援等に関する教育活動や研究活動を計画・実施したほ

か、学内外に取り組みの内容や成果を公開するなど、幼児教育に関する共同研究を推

進した。 

 

○ 研究成果を発信する体制の充実 

・「Tongali（Tokai Network for Global Leading Innovation）プラットフォーム」への

加盟による JST 大学発新産業創出基金事業を活用した学内の起業支援体制の構築（事

業期間：令和５～９年度）を引き続き実施した。令和６年度は、スタートアップ創出

支援アドバイザーの任用（６人）、スタートアップの資金調達相談や Pitch 指導を実施

したほか、インキュベーション施設「Kendai-Base」について、新たに２室を整備して

計４室の個室（３室入居済）に改装したほか、間伐材を利用したワークシェアブース

「TENTO」を４ブース設置し、起業を目指す学生などに提供した（２室入居済）。当年

度は、本学初の学生起業によるベンチャー企業を含む２社が大学発ベンチャーの認定

を受けた。 

・ＵＳフォーラムは、昨年度に続き、生涯健康サイエンスフェスのプレセッションとし

て開催し、ポスターと口頭で研究成果を発表した（9/27 開催、発表件数 80 件）。また、

大学ホームページに研究要旨集を掲載した（掲載件数 287 件）。 

・附属図書館では、教員著作図書の収集や機関リポジトリの整備等による本学の研究成

果の蓄積と発信を進めたほか、令和５年度に創刊した「生涯健康科学ジャーナル」を

年２回発行した。 

 

○ 外部資金の獲得 

・外部資金獲得に向け、外部資金公募情報の月２回配信や、科学研究費助成金申請書の

書き方アドバイス支援に取り組み、外部資金の獲得金額、獲得件数ともに、数値目標

を大きく上回る実績を維持している。また、外部資金獲得の体制強化のため、令和６

年度からＵＲＡ（University Research Administrator）を１名配置した。 
















